
支援プログラム
事業所名 アクティブハート大網 作成日 令和8 年 5 月 25 日

法人（事業所）理念

目標（Purpose）：　笑顔の循環の起点となる
志（Ambitious）：　地域で感謝される企業となり、日本の教育と子育てを前に進める
価値観（Value）：　成長を楽しむ、変化を楽しむ、挑戦を楽しむ、多様性を楽しむ、今を楽しむ

支援方針
放課後や長期休暇に、発達に特性や不安のある子どもたちに対し、サッカー活動を通じて生活力や社会性を育む支援を行う。
「サッカーができた」という成功体験を積み重ね、自信や自己肯定感につなげることで、子どもたちが自ら成長し、地域の中でいきいきと活躍
できるよう支援する。

営業時間
平日　10：00～19：00
休日　  9：00～18：00

送迎の有無 有り

支援内容

本
人
支
援

健康・生活
・食事、排泄、衣類の着脱、手洗いうがい等の日常生活に関する支援を行う。
・活動場所や活動内容を明確にし、安心して過ごせる環境づくりを行う。
・教室内へのスケジュール掲示や活動手順の提示など、構造化による支援を行う。

運動・感覚
サッカーを用いた活動を通して、姿勢保持や筋力の維持・向上を図る。また、ボールを用いた視覚・触覚トレーニングや、笛の音を合図とした
聴覚トレーニング、平均台等を活用した前庭覚へのアプローチなど、感覚を活用した支援を行う。

認知・行動
サッカー活動を通して、視覚情報や聴覚情報から状況を把握し、次の行動を予測・判断する力を育てる支援を行う。また、身体部位・色・位置
などの理解を深め、概念形成につながる支援を行う。

言語・コミュニ
ケーション

サッカー活動を通して、表情・ジェスチャー・みぶり・サイン等の非言語コミュニケーションや、作戦タイムでの話し合いなどの言語的コミュ
ニケーションを支援する。また、相手の話を聞く、意図を理解する、状況に応じて伝える力を育てる。

人間関係・
社会性

サッカー活動を通して、模倣行動や集団活動への参加、役割分担、ルール理解などの社会性を育てる支援を行う。また、仲間と協力する経験や
、勝敗に伴う感情の整理、自己理解や行動調整につながる支援を行う。



家族支援

・児童の発達や特性に関する状況把握および相談・助言を行う。
・支援プログラムや個別支援計画に関する説明・相談を行う。
・保護者からの相談内容に対する助言や、発達支援の手法に関する情報提供を行う。
・親子サッカー等を通じて、保護者同士が交流できる機会を提供する。

移行支援
・インクルージョンの推進に向けた取り組みを行う。
・事業所で習得した行動やスキルを家庭や学校等で実践できるよう支援する。
・地域の保育所等におけるサッカー教室の実施や、地域の公園を活用した集団活動を行う。

地域支援
地域連携

・相談支援事業所や併用先事業所、学校等との情報共有を行い、支援内容の共通理解と連携強化を図る。

職員の質の向上

・360℃評価　および１on１（2回/年）
・療育関係勉強会（１回/1～2か月）　
・災害BCP訓練研修（1回/年）
・理念研修（1回/月）
・感染症予防研修訓練（２回/年）

・感染症BCP訓練研修（1回/年）　
・虐待防止及び身体拘束適正化に関する研修（1～２回/年）
・相談窓口およびホットラインの設置
・ストレスチェック（1回/年）

主な行事等
・親子サッカー、練習見学会
・季節ごとのイベント（クリスマスパーティ、豆まき、子ども忘年会など）
・遠足（町営プール、磯遊びなど）


